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実航海試験による長期孔内観測所設置手法の検討：強潮流下で計測機器
が受ける振動特性とその要因
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「南海トラフ地震発生帯掘削計画」では，地震発生のダイナミクスを理解するため，M8級地震
発生域において掘削孔を利用した長期孔内観測を計画している．地震，地殻変動，海底下流体移
動の長期間（5年以上）にわたるモニタリングを目的として，現在開発を進めている孔内地震
計，歪計，傾斜計などの精密計測機器を，2011年度に紀伊半島沖掘削孔へ設置することを予定
している．これらの科学目標を達成するためには，計測機器に損傷を与えずに孔内へ設置するこ
とが1つの大きな課題となる．JAMSTEC長期孔内計測グループでは，黒潮本流域などの強潮流
下（～5knot）での設置手法を確立するため，実海域試験をもとに，計測機器が受ける振動特性
とその要因についての検討を行ってきた．IODP Exp.319航海（2009年5月～8月）では，ドリル
パイプの先端に，3-1/2インチTubing（パイプ）4本と共に取り付けた計測機器固定用機材（キャ
リア）に加速度計を固定し，ドリルパイプの降下中および，ドリルパイプ1700mをつり下げた状
態で航行するドリフティング中（1knot程度）のキャリアの加速度を計測した．得られた加速度
データ（振幅±2G，1～10Hz）の解析から，掘削孔へのドリフティング開始直後よりキャリアが
共振すること，共振の振幅がドリルパイプの振動よりも大きいことが明らかになった．また高周
波共振モードの振幅はドリフティング速度と，低周波共振モードの振幅は潮流の速度と，相関が
比較的高いことも明らかになった．JAMSTEC長期孔内計測グループでは，このような計測機器
の性能に影響を与えうる振動に対処するため，2つの対策の検討を行ってきた．1）振動を起こさ
ない，また振動の伝搬を抑える計測機器の設置手法を検討する．2）設置時の振動に耐えられる
計測機器の開発を行う．1）については，渦励振（VIV：Vortex induced vibration）の抑制，
Tubingサイズの検討，ドリルパイプからTubingへの振動の伝搬を抑える構造の検討，キャリア
の構造検討を行ってきた．2）については，電子基板などの計測機器のコンポーネント，個々の
計測機器，各計測機器を統合した孔内計測システムでの振動試験を行い，センサー機器の耐振動
性の向上に現在取り組んでいる．さらに，これら2つの対策の有効性を検証するため，2010年3
月に行われる地球深部掘削船ちきゅう試験航海において，実海域でのダミーランテストも予定し
ている．ダミーランテストでは，キャリア上だけでなく，ドリルパイプ，Tubing上にも加速度
計を取り付け，潮流速度を2knotから4knotまで段階的に上げながら，複数点の加速度を計測す
る．得られた加速度データからドリルパイプのVIVとその伝搬，キャリアの共振とその発生条件
などについて定量的な評価を行い，さらなる対策の必要性についても検討し強潮流下での設置手
法の確立を目指す予定である．
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